
~～、～～、ラ ンチルーーム 

（給食のための教室） 

このランチルームは空教室を利用して、子どもたち 

に、明るい楽しいところで食事作法を指導するために 

「給食のために」特別に作られた教室です。 

子どもたちは、特別献立によって毎日学級ごとに、 

このルームで、栄養豊かに食事のマナーを身につけて 

います。 （関連記事四頁に） 
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赤

い

羽

根

共

同

 

募

金

に

ご

協

力

を

 

こ
と
し
も
十
月
一
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
 

町
の
標
準
額
は
「
一
五
万
二
千
百
「
干
一
一
 

同
募
金
運
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

円
で
す
」
 

（
世
の
中
の
不
幸
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
 

去
年
の
戸
別
募
金
 

し
あ
わ
せ
で
あ
る
よ
う
に
‘
 

「
一
三
七
、
五
ニ
〇
円
」
 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
，
皆
さ
ん
の
温
い
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
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成
人
式
は
一
月
十
五
日
 

ふ

だ

ん

着

の

ま

ま

 

出

席

し

ま

し

ょ

う

 

一
月
＋
五
日
の
成
人
式
は
赤
池
町
公
民
 

館
（
役
場
横
）
で
式
典
を
お
こ
な
い
ま
す
 

が
、
こ
の
日
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
着
物
を
 

新
調
せ
ず
に
、
ふ
だ
ん
着
の
ま
ま
気
軽
に
 

出
席
し
て
い
た
だ
き
た
い
．
 

成
人
者
に
は
、
赤
池
町
公
民
館
よ
り
鏡
 

と
赤
池
町
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
印
鑑
セ
 

ツ
ト
が
、
記
念
品
と
し
て
贈
ら
れ
ま
す
ロ
 

式
典
終
了
後
貸
切
バ
ヌ
で
三
社
詣
り
し
 

ま
す
（
予
定
）
 

〇
成
人
式
該
当
者
は
（
一
三
〇
人
）
で
 

昭
和
二
十
一
犀
一
月
一
日
か
ら
昭
 

和
二
十
二
在
＋
二
月
」
干
一
日
ま
で
生
 

ま
れ
た
方
が
該
当
さ
れ
ま
す
。
 

尚
、
駐
在
員
に
該
当
者
の
調
査
を
依
頼
 

し
て
い
ま
す
が
、
届
出
し
て
い
な
い
 

該
当
者
が
い
ま
し
た
ら
至
急
公
民
館
 

ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
‘
 

お
正
月
休
み
の
 

窓
 
口
 
事
 
務
 

＋
ニ
月
ニ
十
九
日
か
ら
・
 

」
月
「
百
ま
で
 

◇
税
金
受
付
◇
 

〇
町
民
税
〇
固
定
資
産
税
〇
国
民
健
康
 

保
険
税
は
十
一
耳
」
干
日
午
後
四
時
ま
 

で
、
役
場
、
税
務
課
の
窓
口
で
受
付
け
い
 

た
し
ま
す
。
 

◇
埋
火
葬
◇
 

〇
年
末
年
始
中
（
十
一
夏
一
十
九
日
ー
 

正
月
三
日
）
で
も
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
 

四
時
半
ま
で
受
付
け
い
た
し
ま
す
．
 

〇
緊
急
の
場
合
は
電
話
（
四
番
）
に
問
 

合
せ
下
さ
い
。
 



広 報 あ か い け け
 

、
 
'
 

か
 

あ
 

住
宅
難
に
明
る
い
ニ
ユ
ー
ス
 

急
ピ
ッ
 
チ
で
進
む
 

町
営
住
宅
（
一
四
戸
建
築
）
 

上
の
原
団
地
と
役
場
横
に
町
営
住
宅
の
 

建
築
工
事
が
（
奥
永
組
）
に
よ
っ
て
急
ピ
 

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
 

住
宅
難
を
解
消
す
る
た
め
、
国
に
お
い
 

て
は
一
世
帯
一
住
宅
政
策
が
立
て
ら
れ
て
 

い
ま
す
が
、
赤
池
町
に
お
い
て
も
佳
寿
 

策
、
特
に
低
所
樽
者
の
住
宅
対
策
と
し
 

て
、
昭
和
「
干
九
年
度
よ
り
五
カ
年
計
画
 

で
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十
九
 

年
度
で
は
十
八
戸
建
築
、
県
営
住
モ
九
一
P
 

昭
和
四
十
年
度
に
お
い
て
は
一
〇
戸
、
昭
 

和
四
十
一
年
度
で
上
の
原
団
地
に
」
ハ
P
、 

役
場
横
に
八
戸
、
計
一
四
戸
の
建
築
が
現
 

在
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
‘
 

完
成
は
来
年
の
一
月
末
で
入
居
を
希
望
 

さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
 

ま
す
。
 

町
で
は
こ
れ
に
先
が
け
、
 
四
十
、
 

一
年
度
で
赤
池
炭
鉱
の
炭
住
「
百
」
干
四
プ
 

一
巳
を
会
社
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
，
現
 

在
百
「
干
四
世
帯
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
 

町
が
住
宅
政
策
を
立
て
て
か
ら
、
こ
れ
ま
 

で
「
一
八
五
戸
」
の
佳
毛
を
確
保
し
た
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

一 

急
ビ
ッ
チ
で
進
む
町
営
、
．
で
の
工
事
 

一
 、

 
I
、
 

、
 力

 
あ 報

 
広 (3) 

役場の就務時間 

0 平 日 午前8時30分ー午後4時半 
0 土曜日 午後12時15分まで 
0 祝祭日 休みますが、 （緊急の場合はこ 

の限りではありません） 
0 電 話 （4番と46番） 

完
成
近
い
炭
積
内
の
町
道
 

な
く
な
る
，
砂
ぽ
こ
り
‘
 

炭
破
離
職
者
緊
急
就
労
対
策
事
業
と
し
 

て
7
月
ワ
か
ら
道
路
改
良
工
事
が
（
立
花
 

建
設
）
に
よ
っ
て
着
工
し
工
事
が
進
め
ら
 

れ
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
』
歳
し
ま
し
 

た
．
こ
の
工
事
の
長
さ
は
「
四
二
四
米
．
 

巾
平
均
六
米
」
で
主
な
工
事
は
従
来
の
路
 

面
を
掘
り
下
げ
た
り
道
巾
を
広
く
す
る
工
 

事
で
、
二
米
も
路
面
を
掘
り
下
げ
た
と
こ
 

ろ
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
通
行
人
に
大
変
こ
迷
惑
か
け
 

農

民

は

ひ

と

月

一

万

円

の

支

出

 

農
林
省
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
こ
と
し
 

の
上
半
期
の
農
家
経
済
調
査
に
よ
り
ま
す
 

と
、
農
家
一
戸
あ
た
り
の
平
均
農
家
所
胤
一
 

は
昨
年
上
半
期
に
く
ら
べ
て
、
一
四
・
「
一
 

赤

池

中

学

校

に

 

ピ
ア
ノ
を
寄
贈
万
】
 

赤
池
中
学
校
に
待
望
の
ピ
ア
ノ
が
購
入
 

き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

二
昭
和
四
十
年
三
月
末
中
学
校
に
体
青
館
 

ま
し
た
が
、
完
成
す
る
と
砂
ほ
こ
り
も
あ
 

ま
り
し
な
く
な
り
大
変
便
利
に
な
り
ま
 

す． こ
の
工
事
の
完
成
は
十
二
月
二
十
日
ご
 

ろ
に
な
り
ま
す
．
こ
の
道
路
は
交
通
量
が
 

多
く
、
車
を
運
転
す
る
人
は
、
法
定
速
度
 

を
守
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
通
 

行
人
に
迷
感
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

最
近
歩
行
者
の
左
側
通
行
が
目
立
っ
て
 

（労働組合附近の工事現場） 

が
完
成
し
て
以
来
「
体
育
館
に
ピ
ア
ノ
が
 

ほ
し
い
な
ー
」
と
い
「
つ
声
が
聞
か
れ
て
き
 

ま
し
た
が
、
こ
の
た
ぴ
篤
志
家
の
寄
附
と
 

一
部
町
費
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
 

が
お
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
こ
 

れ
一
重
に
ご
理
解
あ
る
皆
様
方
の
ご
協
力
 

の
賜
と
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
 

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

寄
附
者
名
簿
 

（
受
付
順
）
 

参
万
円
 
福
岡
市
 

柴
田
 
豊
司
 

参
万
円
 
赤
池
町
議
会
議
員
一
同
 

五
万
円
 
衆
議
院
議
月
 

田
中
 

六
助
 

、
万
円
 

熊
谷
組
社
長
 

熊
谷
 
忠
夫
 

弐
万
五
千
円
 
福
豊
プ
ロ
ッ
ク
社
長
 

硲
 
木
生
男
 

五
万
円
 
赤
池
鉱
業
社
長
 
柴
田
 
直
美
 

五
千
円
 
赤
池
町
助
役
 

椿
原
 

誠
 

同
 
収
入
役
 

太
田
 
達
彦
 

壱
万
円
 
赤
池
町
長
 

木
村
繁
太
郎
 

五
千
円
 
教
育
委
員
 

内
田
 
波
夫
 

同
 

荒
木
 
利
雄
 

同
 

熊
谷
 
琢
義
 

教
育
長
 

川
上
 
大
吉
 

五
千
円
 
赤
池
中
学
校
P
T
A
 

会
 
長
 
早
谷
 
政
雄
 

副
会
長
 
長
野
竜
次
郎
 

同
 

浦
田
 

勇
 

同
 

岩
城
 
辰
美
 

同
 

菊
谷
み
つ
え
 

寄

附

愈

昇

 
弐
拾
四
万
円
 

町
費
 

九
万
円
 

購
入
価
格
 

参
拾
参
万
円
 

（
赤
池
町
教
青
 

い
ま
す
の
で
、
必
ず
右
側
を
通
行
し
、
車
 

が
接
近
し
た
場
合
、
‘
．
」
右
を
確
認
し
て
、
 

右
手
を
あ
げ
て
横
断
す
る
よ
？
つ
に
一
人
 

一
人
が
心
が
け
る
よ
う
に
致
し
ま
し
ょ
 

？つ。 

農
民
年
金
制
度
 

を
つ
く
る
調
査
 

す
す
む
 

農
民
年
金
制
度
の
調
査
研
究
が
本
格
的
 

に
す
す
ん
で
い
ま
す
。
 

農
林
省
で
は
、
こ
と
し
の
六
月
か
ら
農
 

村
の
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
り
、
堂
識
経
 

験
者
、
農
業
団
体
代
表
者
な
ど
で
研
究
会
 

を
つ
く
る
な
ど
、
農
民
年
金
制
度
の
研
究
 

を
は
じ
め
ま
し
た
．
 

こ
れ
は
農
家
の
生
活
安
定
と
経
営
発
展
 

農

家

人

 口
 
は

減

る

 
一
方
 

パ
ー
セ
ン
ト
ふ
え
て
二
十
四
万
五
千
円
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
家
計
支
出
で
は
、
一
一
一
 

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
ふ
え
て
二
士
ハ
万
m
を
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
農
家
の
ひ
と
り
 

あ
た
り
支
出
は
九
千
円
台
で
し
た
が
、
こ
 

ん
ど
の
調
査
で
一
万
円
に
伸
び
ま
し
た
．
 

こ
れ
は
農
家
の
消
費
内
容
が
都
市
型
に
変
 

化
し
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
．
ま
た
 

農
林
省
は
、
こ
の
ほ
ど
昨
年
＋
二
月
に
行
 

な
わ
れ
た
農
業
調
査
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
豊
家
戸
数
も
 

農
家
人
口
も
、
い
ぜ
ん
と
し
て
減
少
し
て
 

お
り
、
一
方
、
農
業
従
事
者
も
女
性
の
比
 

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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三
三
三
三
三
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三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三

三
三
三
三
三
三
一
 

ー
母
子
福
祉
資
金
の
 

貸

し

付

け

ー

 

二
十
才
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
な
が
 

円
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
．
 

ら
生
計
維
持
に
努
力
し
て
い
る
母
子
家
庭
 

の
た
め
の
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
制
度
が
 

あ
り
ま
す
 

こ
の
制
度
は
、
事
業
に
必
要
な
資
金
・
 

技
能
を
習
つ
と
き
の
資
金
・
住
宅
・
子
ど
 

も
の
修
学
修
業
な
ど
十
種
類
の
資
金
を
県
 

が
貸
付
け
す
る
も
の
で
す
．
 

昭
和
二
十
八
年
以
降
、
県
内
の
母
子
家
庭
 

一
F
散
千
人
に
貸
付
け
ら
れ
て
お
り
、
貸
 

り
額
は
現
在
ま
で
に
、
約
四
億
六
千
万
 

に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
 

一」 

才
か
ら
五
十
才
ま
で
の
人
が
加
入
し
農
協
 

系
組
織
が
主
体
に
な
っ
て
行
な
う
予
定
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

農
民
年
金
制
度
は
、
フ
ラ
ン
ヌ
で
は
農
 

業
老
令
保
険
年
金
、
西
ド
イ
ツ
で
は
農
民
 

煮
「
扶
助
制
度
と
し
て
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
イ
ギ
リ
ヌ
で
は
国
民
保
険
制
度
の
 

な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
り
っ
ば
な
制
度
が
で
き
 

あ
が
っ
て
い
ま
す
．
 

ま
た
、
年
を
と
っ
た
人
が
農
業
を
や
め
 

て
も
、
生
活
の
心
配
が
な
い
よ
う
に
す
る
 

た
め
の
離
農
制
年
金
制
度
も
そ
れ
ぞ
れ
つ
 

く
ら
れ
て
い
ま
す
．
 

日
本
で
も
ョ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
よ
う
に
 

農
民
年
金
制
度
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の
 

希
望
が
強
く
で
て
い
ま
し
た
が
、
い
よ
い
 

よ
本
格
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
 

わ
け
で
す
。
 

住

民

登

録

は

早

目

に

 

届
出
ま
し
ょ
》
つ
 

私
た
ち
は
誰
で
も
，
ど
こ
か
に
一
定
 

の
住
所
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
 

市
町
村
の
区
域
内
に
住
所
を
も
っ
て
い
 

る
人
を
、
そ
の
市
町
村
の
住
民
と
い
る
 

の
で
す
。
 

仕
蔑
登
録
と
は
、
そ
の
市
町
村
の
住
 

民
を
も
れ
な
く
登
録
し
て
、
そ
の
人
の
 

居
住
関
係
を
証
明
す
る
一
方
、
い
ろ
い
 

ろ
の
行
政
資
料
に
役
立
て
る
た
め
の
制
 

度
で
す
。
 

住
民
登
録
は
転
入
転
居
と
も
十
四
日
 

以
内
に
届
出
し
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
 

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届
 

出
下
さ
い
。
 

戸
籍
仕
蔑
登
録
係
 

貸
付
け
の
申
し
込
み
は
、
毎
年
五
月
、
 

九
月
、
十
二
月
ご
ろ
に
、
県
内
の
各
福
祉
 

事
務
所
ま
た
は
赤
池
町
役
場
係
で
受
け
付
 

け
て
い
ま
す
．
 

な
お
、
福
祉
事
務
所
は
母
子
家
庭
の
相
 

談
相
手
と
し
て
、
県
の
母
子
相
談
員
が
い
 

ま
す
。
家
庭
の
こ
と
，
子
ど
も
の
こ
と
、
 

そ
の
ほ
か
困
っ
た
問
題
は
遠
慮
な
く
相
談
 

し
て
下
さ
い
。
 

（
県
広
報
だ
よ
り
か
ら
抜
す
い
）
 

御
 

礼
 

市
場
小
学
校
教
職
員
（
校
長
外
「
6
名
）
は
昭
和
四
十
一
年
度
秋
季
大
運
動
 

会
の
際
，
来
賓
そ
の
他
一
股
父
兄
よ
り
送
ら
れ
た
祝
儀
を
慰
労
会
そ
の
他
冗
費
 

を
節
約
し
て
会
議
用
応
接
」
魚
セ
ッ
ト
（
四
万
五
千
円
）
を
購
入
し
学
校
備
品
 

と
し
て
寄
附
致
し
ま
し
た
。
議
会
文
教
委
員
会
で
は
早
速
学
校
に
赴
き
校
長
に
 

讃
辞
を
送
り
ま
し
た
。
 

（
教
育
委
員
会
〕
 

国
民
年
金
法
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
 

た
 

国
民
年
金
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
昭
和
 

四
十
一
犀
一
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

お
も
な
改
正
点
は
次
の
通
り
で
す
。
 

今
ま
で
「
干
五
才
未
満
の
保
険
料
一
〇
 

〇
円
が
二
〇
〇
円
に
」
干
五
才
以
上
の
保
 

険
料
一
五
〇
円
が
二
五
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
 

引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

但
し
保
険
料
の
引
上
げ
に
と
も
な
っ
て
 

二
十
五
年
間
納
付
し
た
人
で
今
ま
で
年
額
 

二
万
四
千
円
の
夷
「
年
金
が
六
万
円
に
四
 

〇
年
納
付
し
た
場
A
犀
額
四
万
二
千
円
だ
 

っ
た
の
が
九
万
六
千
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

障
害
年
金
 
二
万
四
千
円
が
六
万
円
に
 

母
子
年
金
 

一
万
九
千
二
百
円
が
五
万
 

五
千
二
百
円
に
 

遺
児
年
金
 

一
万
ニ
千
円
が
三
万
円
に
 

そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら
れ
も
ら
え
る
事
に
な
 

り
ま
し
た
．
 

国
民
年
金
は
自
分
自
身
の
た
め
の
も
の
 

で
す
、
期
日
に
お
く
れ
な
い
よ
う
に
か
な
 

ら
ず
納
め
ま
し
ょ
う
．
 

、
 

年
 
金
 
係
 

戦
没
者
の
遣
族
に
 

特
別
弔
慰
金
が
支
 

給
さ
れ
る
 

こ
の
特
別
弔
慰
金
は
昭
和
四
〇
年
四
月
 

一
日
に
お
い
て
そ
の
戦
没
者
に
つ
い
て
年
 

金
等
を
誰
も
受
給
し
て
な
い
場
合
に
限
り
 

弔
慰
金
の
受
給
者
権
者
反
は
戦
没
者
の
子
 

の
み
が
受
給
で
き
る
規
定
と
な
っ
て
い
ま
 

し
た
が
今
度
の
法
改
正
に
よ
っ
て
戦
没
者
 

の
死
亡
当
時
戦
没
者
と
生
計
が
同
一
で
あ
 

っ
た
父
母
孫
祖
父
母
兄
弟
姉
妹
に
ま
で
こ
 

の
特
別
弔
慰
金
が
受
給
出
来
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
遺
族
の
方
は
社
 

会
係
に
よ
く
相
談
し
て
下
さ
い
．
 

報
 



広
 

(5） 広 報 あ か ‘、 け 広 報 あ か ‘、 け 報
 

か
 

あ
 

心
臓
病
な
ど
も
 

年
金
が
も
ら
え
る
 

こ
の
た
ぴ
国
田
一
金
法
が
改
正
さ
れ
支
 

給
の
範
囲
が
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

い
ま
ま
で
は
、
手
、
足
、
耳
な
ど
の
外
 

部
障
害
と
結
核
、
精
神
病
や
、
精
神
薄
 

受
賞
で
喜
び
に
わ
く
 

市

場

小

学

校

 

市
場
小
学
校
（
校
長
小
野
寿
）
児
童
数
 

八
九
〇
名
は
十
月
四
日
、
山
形
県
山
形
市
 

民
会
館
で
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
校
六
 

二
校
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
 

の
席
上
、
市
場
小
学
校
、
小
野
校
長
に
文
 

部
大
臣
か
ら
学
校
給
食
慶
秀
校
と
し
て
晴
 

れ
の
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。
 

市
場
小
学
校
は
昭
和
「
干
四
年
に
給
食
 

を
は
じ
め
ま
し
た
。
食
事
を
と
お
し
て
栄
 

養
の
知
識
や
、
作
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
 

や
、
個
々
の
偏
食
を
な
く
し
、
児
童
、
生
 

徒
相
互
間
の
友
愛
を
深
め
、
児
童
，
生
 

徒
の
体
位
向
上
を
図
る
た
め
，
こ
の
八
年
 

給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
て
 

あ
ら
た
に
心
臓
病
な
ど
の
塵
晋
に
も
国
民
 

年
金
法
の
適
用
が
広
げ
ら
れ
、
年
金
が
支
 

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

支
給
の
時
期
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
一
 

年
十
二
月
一
日
か
ら
受
付
け
て
、
四
十
一
一
 

年
一
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
に
お
い
 

弱
な
ど
の
内
部
障
害
の
場
合
に
年
金
が
支
 

で
下
さ
い
．
 

交

通

事

故

の

保

険

金

 

一
応
警
察
に
相
談
す
る
こ
と
 

保
険
金
の
支
払
い
を
保
険
会
社
に
請
求
 

す
る
と
き
は
，
警
察
の
交
通
事
故
証
明
書
 

が
必
要
で
あ
り
、
加
害
者
が
加
入
し
て
い
 

る
保
険
会
社
か
ら
証
明
願
の
用
紙
を
も
ら
 

い
、
事
故
を
取
り
扱
っ
た
警
察
署
で
証
明
 

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
出
字
y
. 

保
険
金
を
請
求
す
る
場
合
、
被
害
者
が
 

直
接
請
求
す
る
と
き
は
問
題
が
生
じ
な
い
 

が
、
加
害
者
が
請
求
す
る
と
き
は
注
意
し
 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
加
害
者
が
被
害
 

者
に
賠
償
金
を
支
払
う
前
に
被
害
者
の
領
 

収
書
が
必
要
で
あ
り
，
加
害
者
の
な
か
に
 

は
保
険
金
を
使
い
込
ん
だ
り
、
保
険
金
嚇
 

持
ち
逃
げ
す
る
者
が
あ
る
か
ら
で
す
．
 

手
続
き
の
関
係
上
保
険
金
の
支
払
い
が
 

遅
れ
る
の
で
、
被
害
者
は
、
保
険
会
社
に
 

仮
渡
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
 

こ
れ
は
治
療
費
そ
の
他
さ
し
あ
た
っ
て
必
 

要
な
費
用
と
い
う
意
味
の
も
の
で
、
金
額
 

は
一
人
に
つ
き
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
 

一
、
死
亡
し
た
者
…
…
…
」
干
万
円
 

二
、
負
傷
し
た
者
 

A
五
万
円
 

B
ニ
万
五
千
円
 

三
、
十
一
日
以
上
医
師
の
治
療
を
要
す
る
 

か
広
報
あ
か
い
け
4

新
年
号
は
 

十
二
月
三
十
日
に
配
布
 

広
報
あ
か
い
け
新
年
号
は
＋
二
月
」
干
 

を
募
集
し
て
い
ま
す
．
 

日
皆
様
の
ご
家
庭
に
お
届
け
い
た
し
ま
 

メ
切
日
 
毎
月
十
五
日
で
す
・
 

す
．
係
で
は
、
町
内
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
 

提
出
先
 
赤
池
町
公
民
館
 

間
．
運
営
面
や
、
管
理
に
重
点
的
改
善
を
 

重
ね
る
と
同
時
に
、
設
備
の
整
備
を
図
り
 

、
完
全
給
食
（
一
週
五
日
間
）
に
力
を
注
 

い
で
き
ま
し
た
．
 

校
内
に
は
 
コ
フ
ン
チ
ル
ー
ム
」
 
も
で
 

き
、
室
内
に
は
ス
テ
レ
オ
が
備
え
つ
け
ら
 

れ
、
軽
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
隅
夫
ま
で
流
 

れ
、
一
見
都
市
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
思
 

は
せ
る
明
る
く
楽
し
い
室
内
が
つ
く
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
は
、
こ
れ
ま
で
県
 

表
彰
を
度
さ
っ
け
、
こ
ん
ど
の
全
国
表
彰
 

で
校
内
は
喜
び
に
わ
い
て
い
ま
す
．
 

ー遠く 山形にて 

文部大臣表彰を受賞して 

 市場小学校長 小 野 寿ー 

遠
く
蔵
 

王
の
峯
カ
 

を
望
む
奥
 

の
細
道
か
 

っ
て
俳
聖
 

芭
蕉
が
杖
 

を
ひ
い
た
 

こ
の
地
、
 

山
形
の
街
 

に
も
乳
色
 

の
朝
も
や
 

を
つ
い
て
 

朝
の
う
す
 

日
が
さ
し
 

て
い
た
．
 

札
幌
の
時
計
台
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
大
 

時
計
を
頭
に
い
た
だ
き
古
い
た
た
づ
ま
い
 

を
見
せ
る
山
形
県
庁
と
は
対
照
に
美
し
い
 

（
写
真
上
、
文
部
大
臣
賞
に
輝
く
賞
状
）
 

負
傷
者
 

五
千
円
 

な
お
、
こ
の
仮
二
に
よ
っ
て
支
払
わ
 

れ
た
金
額
は
、
保
険
金
の
支
払
い
の
と
き
 

に
差
し
引
か
れ
る
。
 

ま
た
、
ひ
き
逃
げ
な
ど
で
、
加
害
者
が
 

た
れ
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
警
察
で
確
 

認
し
て
も
ら
っ
て
、
近
く
の
損
害
保
険
会
 

社
か
査
定
事
務
所
で
相
談
す
る
と
よ
い
。
 

い
ま
ま
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の
 

損
害
賠
償
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
 

が
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
違
っ
た
結
果
が
出
 

る
こ
と
も
多
い
。
 

交
通
事
故
で
困
っ
た
と
き
は
，
警
察
の
 

交
通
係
に
遠
慮
な
く
相
談
し
て
下
さ
い
．
 

（
市
場
小
学
校
横
の
事
故
現
場
）
 

一
線
路
の
通
行
は
 

一 

や
め
ま
し
ょ
う
 

第三日曜日は家庭の日 

（栄養豊かにくまれている献立表） 

この日は一家の 、たのしい、わが家を 

築く一日にしましよう。 

関
岡
さ
ん
 

青
少
年
補
導
員
に
 

伏
原
町
の
（
関
岡
安
司
氏
）
は
こ
の
 

ほ
ど
、
福
岡
県
警
察
本
部
長
か
ら
、
田
 

川
署
管
内
青
少
年
補
導
員
に
委
嘱
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

青
少
」
議
回
題
の
ご
相
談
は
ご
遠
慮
な
 

く
関
岡
さ
ん
に
ご
相
談
し
て
下
さ
い
。
 

噴
水
は
七
色
の
虹
を
描
き
芝
生
の
緑
は
目
 

に
し
み
近
代
建
築
を
誇
る
山
形
県
民
会
館
 

ホ
ー
ル
「
第
十
七
回
全
国
学
校
給
食
研
究
 

協
議
大
会
」
の
大
看
板
が
小
さ
く
感
じ
ら
 

れ
た
．
 

十
月
四
日
午
前
九
時
「
干
分
北
は
北
海
 

道
、
南
は
九
州
沖
縄
か
ら
海
、
山
越
え
て
 

参
会
さ
れ
た
会
員
二
千
数
百
名
は
着
席
し
 

開
会
を
待
っ
た
。
一
瞬
場
内
の
あ
か
り
は
 

消
さ
れ
漆
黒
の
闇
、
そ
の
闇
を
縫
う
よ
ー
っ
 

に
「
エ
ン
ヤ
ホ
ッ
ホ
、
エ
ン
ヤ
ホ
ッ
ホ
」
 

民
謡
と
も
掛
声
と
も
つ
か
ぬ
音
楽
放
送
に
 

つ
れ
て
大
鍛
帳
は
静
か
に
あ
が
り
，
正
面
 

ス
テ
ー
ジ
下
よ
り
グ
リ
l
ン
ラ
イ
ト
が
 

「
す
べ
て
の
児
童
は
心
身
と
も
に
健
か
に
 

ろ
ま
れ
育
て
ら
れ
、
そ
の
生
活
を
保
障
さ
 

れ
る
」
と
美
し
く
書
か
れ
彩
ら
れ
た
児
 

童
憲
章
大
懸
額
を
照
ら
し
出
し
、
前
回
、
 

上
面
よ
り
光
を
増
す
オ
レ
ン
ヂ
ラ
イ
ト
は
 

夢
の
よ
っ
に
ス
テ
ー
ジ
上
を
浮
彫
り
に
し
 

右
に
着
席
す
る
表
彰
校
（
小
学
校
六
十
三
 

校
そ
の
他
＋
校
）
左
に
文
部
大
臣
代
理
文
 

部
次
官
を
始
め
山
形
県
知
事
、
教
責
長
、
 

山
形
市
長
、
給
食
関
係
来
賓
多
数
は
畳
を
 

あ
ざ
む
く
ラ
イ
ト
の
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
 

た
。
水
を
打
っ
た
よ
う
な
会
場
か
ら
期
せ
 

ず
し
て
万
雷
の
よ
つ
な
拍
手
が
お
こ
り
、
 

荘
重
厳
粛
な
開
会
式
に
続
い
て
表
彰
式
に
 

「
つ
つ
っ
た
。
表
彰
校
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
 

た
び
に
起
立
す
る
校
長
先
生
方
の
顔
に
は
 

感
激
と
緊
張
の
色
が
み
な
ぎ
り
拍
手
は
そ
 

の
た
び
に
尾
を
引
い
て
止
ま
な
か
っ
た
．
 

福
岡
県
の
ト
ッ
プ
に
「
福
岡
県
市
場
小
 

学
校
」
と
呼
ば
れ
た
時
、
目
の
奥
が
ジ
ー
 

ン
と
し
て
今
迄
七
年
有
余
の
給
食
へ
の
ひ
 

た
む
き
な
歩
み
の
ー
コ
マ
ー
コ
マ
が
脳
裏
 

を
か
す
め
、
夢
で
は
な
い
か
己
れ
を
疑
 

い
、
そ
れ
が
い
く
ら
考
え
て
も
ま
さ
し
く
 

現
実
で
あ
る
と
知
っ
た
時
熱
い
涙
が
頬
を
 

つ
た
っ
て
い
く
の
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
 

来
ま
せ
ん
で
し
た
．
 

今
こ
そ
私
達
の
市
場
小
学
校
は
日
本
の
 

給
食
優
良
校
と
し
て
の
栄
誉
を
か
ち
得
た
 

の
で
す
 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
町
当
局
、
議
会
、
教
 

育
委
員
会
、
P
T
A
、
物
資
納
入
組
合
、
 

広
く
は
町
民
の
方
々
の
学
校
給
食
に
対
 

す
る
深
い
ご
理
解
と
熱
烈
な
る
ご
支
援
、
 

こ
協
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
致
し
ま
 

す． 

木
村
さ
ん
（
県
学
校
給
食
大
会
）
 

個

人

表

彰

 

市
場
小
学
校
給
食
職
員
（
木
村
艶
子
）
 

さ
ん
は
十
月
三
日
八
幡
市
民
会
館
で
行
な
 

』、H
た
、
県
下
給
食
従
事
者
た
だ
一
人
表
 

彰
を
う
け
ま
し
た
．
木
村
さ
ん
は
こ
れ
ま
 

ン
 

●つ 

け
 
る
 

で
職
務
に
お
い
て
熱
心
に
恵
念
し
て
来
た
 

こ
と
で
、
県
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
お
く
 

ら
れ
ま
し
た
．
 

ノ
 

が
年
末
に
は
郵
便
が
ぼ
う
大
な
量
に
ふ
 

え
、
こ
の
た
め
郵
政
省
で
は
い
ろ
い
ろ
 

の
施
設
を
拡
充
し
，
万
全
を
期
し
て
い
 

ま
す
が
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
利
用
者
 

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す。 一
、
小
包
 

①
小
包
は
一
二
月
一
五
 

日
ご
ろ
ま
で
に
I
年
末
 

の
小
包
輸
送
は
、
ほ
と
 

ん
ど
貨
車
便
で
運
ぶ
こ
 

と
に
な
る
た
め
、
遠
い
 

と
こ
ろ
は
遅
く
な
る
こ
 

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
 

で
き
る
だ
け
早
目
に
 

②
包
装
は
し
っ
か
り
ン
」
 

I
包
装
は
、
途
中
で
こ
 

わ
れ
た
り
，
中
身
が
ぬ
 

け
落
ち
た
り
、
液
体
が
 

し
み
出
た
り
し
な
い
よ
 

う
厳
重
に
包
装
し
て
下
 

さ
い
．
 

ニ
、
年
賀
状
 

①
年
賀
は
が
き
は
一
一
一
 

月
二
一
百
ご
ろ
ま
で
に
 

ー
 
賀
は
が
き
を
lR
日一 

て
」
ま
た
は
 
「
年
賀
郵
便
そ
の
他
あ
 

て
」
な
ど
と
朱
書
し
た
紙
を
そ
え
、
東
 

ね
て
お
出
し
下
●
（
」
い
．
大
都
市
あ
て
大
 

量
に
出
す
と
き
は
、
さ
ら
に
行
政
区
ご
 

と
に
わ
け
て
下
●
（
」
い
。
区
分
を
し
な
い
 

場
合
に
も
、
か
な
ら
ず
た
ば
ね
て
「
年
 

賀
」
と
書
い
た
紙
を
つ
け
て
下
ふ
（
」
い
．
 

年末の郵便にご協力を 

年賀ハガキは早目に 

に
配
達
す
る
た
め
に
は
 

、
一
二
月
一
五
日
か
巨
「
百
ご
ろ
ま
 

で
に
お
出
し
願
い
ま
す
．
 

②
差
し
出
す
と
き
は
「
年
賀
」
と
表
示
 

し
て
簡
単
な
区
分
を
し
て
廿
年
賀
は
が
 

き
を
差
し
出
す
と
き
は
、
必
ず
 
「年 

賀
」
と
表
示
し
て
下
さ
い
。
ま
た
，
自
 

府
県
内
あ
て
と
そ
の
他
あ
て
な
ど
に
わ
 

け
、
そ
れ
ぞ
れ
「
年
賀
郵
便
自
府
県
あ
 

③
あ
て
名
は
と
く
に
正
 

確
に
廿
年
賀
の
あ
て
名
 

は
と
か
く
省
略
し
が
ち
 

で
す
が
、
毎
年
迷
い
子
 

郵
便
が
た
く
さ
ん
あ
る
 

の
で
、
都
道
府
県
名
か
 

ら
番
地
、
〇
O
方
ま
で
 

記
入
し
、
ま
た
ア
パ
ー
 

ト
、
団
地
あ
て
の
も
の
 

に
は
必
ず
棟
番
号
、
室
 

番
弓
を
忘
れ
ず
に
書
い
 

て
下
さ
い
。
 

④
住
居
表
示
実
施
地
域
 

の
住
所
は
I

「
〇
〇
何
 

丁
目
〇
番
〇
号
」
と
新
 

住
居
名
で
は
っ
き
り
と
 

お
書
き
下
さ
い
．
ま
 

た
、
す
で
に
実
施
し
た
 

地
域
ま
た
は
近
女
実
施
 

す
る
こ
と
が
、
き
ま
っ
 

て
い
る
地
城
に
住
む
方
は
、
自
分
の
住
 

所
を
新
し
い
表
ホ
で
正
確
に
書
く
の
は
 

も
ち
ろ
ん
、
相
「
工
刀
に
注
意
を
う
な
が
 

す
た
め
に
「
住
居
表
示
制
度
実
施
に
よ
 

り
．
住
居
の
表
示
が
新
し
く
な
り
ま
し
 

た
」
な
ど
の
文
を
添
え
書
き
し
て
下
さ
 

い． 

赤
池
郵
便
局
 

報
 



(7) 
(6) 十

ノ
 

＋
刀
 

あ
 

報
 

広
 

く
ら
し
に
役
立
つ
健
康
メ
モ
 

▼
つ
め
と
健
康
▲
 

つ
め
の
色
、
つ
め
の
よ
う
す
で
体
の
調
 

子
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
ず
健
康
な
つ
め
は
 

ピ
ン
ク
色
で
す
。
白
っ
ぽ
い
の
は
貧
血
を
 

起
こ
し
や
す
く
、
つ
め
の
表
面
の
こ
ま
か
 

い
タ
テ
じ
ま
は
老
化
現
象
の
ー
つ
で
、
年
 

令
に
よ
っ
て
ふ
え
ま
す
。
ま
た
、
つ
め
の
 

つ
け
根
に
見
え
る
白
い
半
月
型
の
も
の
が
 

多
い
少
な
い
は
あ
ま
り
健
康
に
関
傑
あ
り
 

ま
せ
ん
が
，
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
は
、
 

ふ
だ
ん
あ
っ
た
も
の
が
見
え
な
く
な
っ
た
 

り
少
な
く
な
っ
た
り
し
圭
え
 

マ
ニ
キ
ュ
ア
も
け
っ
こ
う
で
す
が
、
こ
 

れ
は
生
き
も
の
を
エ
ナ
メ
ル
で
い
じ
め
る
 

わ
け
で
寝
る
前
に
必
ず
お
と
し
ま
し
ょ
 

「つ． 
ハ
こ
ん
に
ぢ
わ
奥
さ
ん
V

廿
総
合
テ
 

レ
ビ
月
ー
土
前
八
・
四
五
か
ら
 

▼
赤
ち
ゃ
ん
が
頭
を
打
っ
た
▲
 

赤
ち
ゃ
ん
が
ベ
ッ
ト
や
階
段
な
ど
か
ら
 

落
ち
て
頭
を
打
っ
た
ら
 

傷
が
な
 

く
、
コ
プ
が
で
き
た
と
き
は
冷
た
い
タ
オ
 

ル
で
冷
や
し
ま
す
。
コ
プ
が
ど
ん
ど
ん
大
 

き
く
な
る
と
き
は
、
大
き
い
血
管
が
切
れ
 

た
の
で
す
か
ら
す
ぐ
お
医
者
さ
ん
へ
。
 

頭
を
打
っ
た
と
き
、
び
っ
く
り
し
て
泣
 

い
て
も
、
ま
も
な
く
ニ
コ
ニ
コ
す
る
よ
う
 

な
と
き
は
ま
ず
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
吐
い
 

た
り
、
ぼ
ん
や
り
し
た
り
、
し
ば
ら
く
し
 

て
熱
が
で
た
り
、
ひ
き
つ
け
た
り
す
る
と
 

き
は
、
脳
に
傷
が
つ
い
た
の
か
も
し
れ
ま
 

せ
ん
。
こ
れ
は
す
ぐ
外
科
へ
脳
の
中
で
出
 

血
し
て
い
る
疑
い
の
あ
る
と
き
は
、
頭
を
 

庁舎の化粧直し 

この庁舎は昭和28年に完成しまし 

たが、今年で13年になり、よごれは 

ひどく、11月から化粧直しの工事を 

はじめています。 

」J カ
 

あ
 

広
 

吉
田
へ
黒
崎
窯
業
）
が
 

初
優
勝
（
孫
緩
）
 

第
六
回
あ
が
の
峡
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
＋
 

一
月
六
日
午
前
十
時
か
ら
筑
豊
、
北
九
州
 

か
ら
一
七
一
名
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
 

た。 初
冬
の
朝
は
冷
め
た
く
、
出
発
」
干
分
 

前
か
ら
小
雨
が
ば
ら
つ
き
午
前
十
時
中
学
 

の
部
が
ス
タ
ー
ト
，
上
野
原
田
【
町
を
折
返
 

し
復
路
で
赤
池
中
の
川
津
が
、
県
下
M
 

ー
、
大
隅
中
学
の
渡
辺
に
、
あ
と
一
米
ま
 

で
食
い
下
り
ま
し
た
が
、
渡
辺
が
、
そ
の
 

ま
、
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
 

高
校
・
一
般
の
部
は
午
前
十
時
「
干
 

分
、
ヌ
タ
ー
ト
、
上
野
峡
折
返
し
で
行
な
 

わ
れ
、
高
校
で
は
、
九
州
工
業
の
北
海
 

が
、
一
般
の
部
で
、
黒
崎
窯
業
の
吉
田
が
 

そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
し
ま
し
た
．
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
中
学
の
部
 

一
位
 

渡
辺
 

康
徳
（
大
隅
中
）
 

時
間
 

一
六
分
一
四
秒
 

二
位
 
川
津
 
宗
明
（
赤
池
中
）
 

時
間
 

一
六
分
一
五
秒
 

一一匠 

中
山
 
幸
弘
（
直
方
一
一
）
 

時
間
 

一
六
分
五
二
秒
 

〇
高
校
の
部
 

一
位
 

北
海
 
憲
司
（
九
州
工
暮
 

時
間
 
三
四
分
」
干
七
秒
 

一一位 

肘
井
 
松
茂
（
飯
塚
高
〕
 

（高校、ー般の部スタ・ート） 

時
間
 
」
」
ハ
分
」
元
秒
 

三
位
 
鍋
田
雄
「
廊
（
西
田
川
）
 

時
間
 
三
六
分
四
三
秒
 

〇
一
般
の
部
 

一
位
 

吉
田
 

昭
雄
 （

黒
崎
窯
業
）
 

時
間
 
三
二
分
四
〇
秒
 

一一位 

平
井
 
勝
昭
（
ク
）
 

時
間
 
三
l
I
牙
〇
二
秒
 

」
征
 
太
久
保
 
求
（
ク
〕
 

時
間
 
三
三
分
五
五
秒
 

高
く
し
て
静
か
に
寝
か
せ
、
医
者
の
往
診
 

を
た
の
む
か
、
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
で
 

す
。
頭
を
強
く
打
っ
た
と
き
、
そ
の
時
は
 

な
ん
で
も
な
く
て
も
何
日
か
た
っ
た
あ
と
 

で
脳
の
中
に
障
害
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
よ
う
で
し
た
 

ら
、
か
な
ら
ず
精
神
検
査
を
受
け
て
み
ま
 

し
ょ
う
o
 

の
は
製
造
後
二
、
三
カ
月
た
っ
た
も
の
が
 

味
が
よ
い
よ
う
で
す
。
 

八
み
ん
な
の
茶
の
間
V
N
H
K
ラ
ジ
 

オ
第
一
 

月
ー
 
前
一
〇
・
〇
五
I
 

か
ら
 

か
ん
詰
の
じ
ょ
う
ず
な
 

見

わ

け

方

 

造
業
者
名
が
は
っ
き
り
書
い
て
あ
る
も
の
 

を
選
ぶ
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
 

つ
ぎ
に
、
か
ん
に
き
ず
の
な
い
も
の
、
 

さ
び
て
い
な
い
も
の
を
選
び
ま
す
。
 

き
ず
や
、
さ
ぴ
が
つ
い
て
い
る
も
の
 

世
の
中
が
だ
ん
だ
ん
忙
し
く
、
複
雑
に
 

は
，
中
に
空
気
が
は
い
っ
て
腐
敗
し
て
い
 

な
る
に
つ
れ
て
、
生
活
を
合
理
化
す
る
こ
 

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意
し
ま
し
 

と
が
考
え
ら
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
食
生
活
 

さ
つ
．
 

に
も
か
ん
詰
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
多
く
 

ま
た
、
か
ん
を
指
先
で
は
じ
い
て
、
す
 

な
り
ま
し
た
．
か
ん
詰
を
買
っ
て
帰
り
、
 

ん
だ
音
の
す
る
も
の
を
選
ぴ
ま
す
。
か
ん
 

開
い
た
あ
と
で
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
 

が
ふ
く
ら
ん
で
い
な
い
こ
と
が
た
い
せ
つ
 

っ
た
の
に
」
と
思
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
で
 

で
す
。
 

し
ょ
う
か
・
 

か
ん
詰
は
保
存
用
に
で
き
て
い
ま
す
の
 

こ
れ
か
ら
は
、
ま
す
ま
す
か
ん
詰
を
じ
 

で
、
離
垣
の
年
月
日
は
あ
ま
り
気
に
す
る
 

さ
つ
ず
に
使
い
こ
な
す
こ
と
が
食
生
活
の
 

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
．
 

ラ
R
p
た
い
せ
つ
に
な
り
ま
し
き
つ
．
 

．
し
か
し
、
か
ん
詰
に
も
食
べ
こ
ろ
と
い
 

そ
こ
で
，
き
き
つ
は
，
か
ん
詰
の
み
わ
 

「
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
果
物
 

け
方
に
つ
い
て
虜
ま
し
さ
つ
。
 

の
か
ん
詰
は
製
寝
三
o
月
、
油
漬
け
も
 

ま
ず
、
レ
ッ
テ
ル
心
品
名
、
量
目
、
製
 

の
は
製
寝
一
年
半
く
ら
い
、
湾
け
b
 

d'
〉
一
1
証
，
吾
，
り
1
‘ー 

門松カードを配布 

森林資源を守るため、戸々の門松づくりは 

できるだけ廃止しよう。 

〇後日、公民館から門松カードを 

配布します。 

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
精
を
出
す
ナ
イ
ン
）
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叩
⑩
⑩
⑩
⑩
（
秋
季
野
球
大
会
4

⑩
 ⑧

 
⑩
 

⑩
 

⑩
 

⑩
 

m
赤
池
中
学
が
初
優
勝
 

赤
池
町
秋
季
野
球
大
会
は
十
月
二
日
か
 

ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
町
内
か
ら
八
チ
ー
 

、
ム
参
加
し
て
ひ
ら
か
れ
、
十
月
二
十
三
日
 

の
決
勝
戦
は
，
上
野
二
区
と
赤
池
中
学
が
 

対
戦
し
ま
し
た
が
、
四
対
三
で
、
赤
池
中
 

学
が
初
の
優
勝
を
挙
げ
ま
し
た
．
 

赤
池
郵
便
局
宿
願
の
 

準
決
勝
へ
進
出
 

赤
池
郵
便
局
の
野
球
部
が
生
ま
れ
た
の
 

は
今
年
の
四
月
、
ひ
と
き
わ
真
新
し
い
ユ
 

ニ
ホ
ー
ム
が
目
立
ち
，
グ
ラ
ウ
ン
w
‘
整
備
 

に
余
念
が
な
い
。
 

町
11
り
ソ
ラ
ウ
ン
ド
の
管
理
を
委
託
さ
れ
 

勤
務
を
終
え
る
と
三
「
屈
伍
、
ナ
イ
ン
は
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
る
。
本
大
会
で
は
慶
勝
 

候
補
の
市
場
八
区
を
破
り
、
準
決
勝
に
残
 

り
、
上
野
ニ
区
と
対
戦
し
ま
し
た
が
善
戦
 

空
し
く
敗
れ
ま
し
た
．
 

し
か
し
こ
の
チ
ー
ム
は
他
か
ら
選
手
の
 

移
籍
を
行
な
わ
ず
，
ナ
イ
ン
の
大
半
は
ま
 

っ
た
く
素
人
「
太
田
監
督
は
、
職
員
が
見
 

る
ヌ
ポ
ー
ツ
か
ら
、
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ
に
 

変
り
、
楽
し
く
野
球
に
親
し
ん
で
い
る
結
 

果
が
準
決
勝
進
出
の
き
っ
か
け
に
な
っ
 

た
」
と
語
っ
て
い
る
。
 

\

I
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'
I
h
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●
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高

林

さ

ん

が

学

校

教

材

に

 

ワ
 
ニ
君
を
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
4
 

市
場
小
学
校
に
、
こ
の
ほ
ど
ア
フ
リ
カ
 

産
の
（
ワ
ニ
君
‘
が
贈
ら
れ
子
ど
も
た
ち
 

の
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ワ
ニ
君
の
贈
主
は
市
場
八
区
に
住
 

む
「
高
林
晴
美
」
さ
ん
で
，
勤
務
が
外
国
 

航
路
の
無
釈
技
師
で
、
外
国
行
き
が
職
業
 

と
あ
っ
て
は
（
う
ら
や
ま
し
い
‘
話
．
 

こ
の
ワ
ニ
君
の
大
き
さ
は
約
一
米
あ
 

り
、
高
林
さ
ん
が
商
用
で
南
国
の
島
に
寄
 

港
し
た
時
、
出
身
校
で
あ
る
市
場
小
学
校
 

高
林
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
ワ
二
君
 

の
子
ど
も
た
ち
に
可
愛
い
が
っ
て
 

も
ら
お
う
と
、
ワ
ニ
君
の
（
ふ
る
 

さ
と
入
り
‘
を
思
い
た
ち
、
こ
の
 

ほ
ど
日
本
に
寄
港
し
た
時
市
場
小
 

学
校
に
立
寄
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
 

（
プ
レ
ゼ
ン
ト
f

し
ま
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
ワ
ニ
君
を
 

観
察
し
て
い
ま
す
が
、
高
林
さ
ん
 

の
よ
う
に
皿
線
技
師
に
な
っ
て
、
 

世
界
を
ま
わ
り
た
い
と
張
切
っ
て
 

い
ま
す
。
 

税
金
は
、
す
べ
て
年
内
に
 

納
め
ま
し
よ
う
 

（
税
務
課
）
 

好
成
績
を
残
す
こ
と
は
ス
ポ
ー
ツ
に
必
 

れ
ば
な
ら
な
い
事
を
痛
感
し
ま
し
た
■
 

要
な
す
べ
て
の
知
識
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
 

く
f
〈、・く“グ、“I
‘心】オ、ガ”、）'rr
、f
、l
、l
、f
、J
、‘ク、f
、β‘J
、J
、f
鳳h
万‘J
、J
もJ
、グ、J
もH
β、ノ 

自
転
車
の
通
学
生
に
 

免

許

制

を

実

施

 （
赤
池
中
学
校
）
 

赤
池
中
学
校
（
校
長
岡
崎
丑
太
郎
）
児
 

童
七
八
〇
人
で
ば
こ
の
ほ
ど
自
転
車
通
学
 

す
る
全
生
徒
に
対
し
て
運
転
免
許
の
試
験
 

を
行
な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
試
験
に
灸
「
格
と
な
れ
ば
学
校
に
 

は
自
転
車
通
学
で
き
な
い
と
ー
き
び
し
 

い
処
置
が
と
ら
れ
ま
す
．
こ
の
日
受
験
し
 

た
生
徒
は
四
「
「
ハ
人
で
、
在
校
生
の
四
〇
 

％
が
受
験
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

テ
ス
ト
は
高
校
入
試
な
み
に
（
き
び
し
 

（
学
科
試
験
に
と
り
組
む
）
 

くf

警
察
官
指
導
の
も
と
に
行
な
わ
れ
ま
 

し
た
．
内
容
は
実
技
と
」
」
科
で
受
験
生
は
 

真
剣
そ
の
も
の
‘
ー
否
口
格
者
は
な
く
全
 

生
徒
に
「
め
で
た
く
」
免
許
証
が
渡
さ
れ
 

ま
し
た
．
 

今
後
運
転
車
は
、
先
生
か
ら
免
許
証
を
 

見
せ
て
下
さ
い
と
要
求
が
あ
り
不
携
帯
の
 

場
合
は
（
き
ぴ
し
い
‘
処
置
が
と
ら
れ
ま
 

す。 

よい人選んで明るい町に 

（公明選挙推進協議会） 
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(8) JJ カ
 

あ
 

報
 

広
 

紅
葉
の
福
智
路
へ
 

サ

イ

ク

リ

ン

グ

 

「
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
」
 

体
育
の
日
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
、
サ
 

イ
ク
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
か
 

ら
「
体
育
の
日
」
が
国
民
の
祝
日
に
制
定
 

さ
れ
、
赤
池
町
公
民
館
と
体
育
協
会
で
は
 

祝
日
を
有
意
義
に
す
る
た
め
こ
の
会
を
計
 

画
し
ま
し
た
．
 

出
発
前
・
走
行
中
・
競
争
や
並
列
行
進
 

・
分
派
的
行
動
を
し
な
い
な
ど
の
注
意
が
 

指
導
者
か
ら
あ
り
、
午
前
九
時
役
場
前
を
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
二
十
二
名
は
目
的
地
 

内
ケ
礎
ダ
ム
へ
出
発
、
途
中
裏
街
道
の
農
 

家
の
家
並
み
を
走
り
抜
け
直
方
市
永
満
寺
 

映
え
て
鮮
か
な
緑
と
紅
を
折
ち
な
し
美
し
 

い
ー
 

正
午
近
く
内
ケ
磯
ダ
ム
へ
到
着
、
 

こ
と
か
ら
ダ
ム
奥
深
く
ま
で
歩
き
、
時
折
 

り
冷
め
た
い
風
が
吹
き
、
思
わ
ず
身
体
が
 

ひ
き
し
ま
る
の
を
覚
え
る
。
・
ー
 

路
 

は
、
コ
ー
ス
を
逆
に
と
り
、
こ
の
あ
た
り
 

は
果
樹
園
が
多
く
、
農
家
の
娘
さ
ん
が
取
 

り
入
れ
で
忙
し
く
働
く
姿
が
見
ら
れ
る
。
 

頓
野
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
交
通
量
も
多
く
 

な
り
、
こ
の
あ
た
り
か
ら
班
長
の
き
び
し
 

い
声
が
と
ぶ
。
団
員
は
筑
豊
路
を
元
気
い
 

っ
ば
い
ペ
タ
ル
を
リ
ズ
ム
カ
ル
に
ふ
ん
で
 

附
近
に
さ
し
か
か
る
と
山
々
が
秋
の
陽
に
 

無
事
帰
町
し
ま
し
た
。
 

【
、
‘
、
‘
カ
、
l
国、I
、
I
A
、予、いク、r
ク
も
J
、
I
 、
く
く
‘
、
j
、
 

タ
パ
コ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
・
つ
 

ー 

タ
バ
コ
を
町
内
の
販
売
店
で
買
わ
れ
ま
す
と
販
売
本
数
に
よ
 

っ
て
タ
バ
コ
 
（
消
費
税
）
と
し
て
町
の
税
収
入
と
な
り
ま
す
。
 

一 

年
間
約
五
百
万
円
く
ら
い
が
赤
池
町
の
財
源
と
な
り
、
町
の
台
 

所
を
う
る
ほ
し
、
町
の
発
展
と
明
る
い
町
づ
く
り
に
役
立
て
て
 

一 

い
ま
す
。
 

v
カA
ぐ
？
、
I
、ガ】、I
、
ク
、
β
＼
、
予
＼
、
く
I
●
k
l
）・くz
・？、グ、f
、
く
1
、
）
、
I
撒J4
""‘】刀、 

川
津
が
五
人
も
抜
 

く
（
中
学
駅
伝
）
 

筑
豊
地
区
中
学
欧
伝
大
会
が
、
十
一
月
一
一
 

＋
七
日
飯
塚
市
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
赤
 

池
中
学
は
田
川
地
区
予
選
で
二
位
に
な
り
 

筑
豊
大
会
（
出
場
ー
 

第
三
区
で
川
津
が
 

五
人
を
抜
き
上
位
に
食
い
下
り
ま
し
た
 

が
、
健
闘
空
し
く
十
七
位
に
な
り
ま
し
 

た
。
優
勝
校
は
、
あ
が
の
峡
マ
ラ
ソ
ン
で
 

団
体
優
勝
し
た
，
大
浦
中
で
す
。
 

I 

写真上 出発前点検をうけるスポーツ少年団員 

（サイクリング） 

写務川津君からタスキをもらう前谷君 
一ー （中学駅伝） 

（
魚
と
り
大
会
の
ー
コ
マ
）
 

溜
池
で
魚
と
り
大
会
 

（
草
場
地
区
）
 

4プ、F、J~vAMF、f~~vA さfvい 

十
月
末
草
場
（
公
民
館
長
、
谷
静
馬
 

氏
）
で
潅
概
用
水
と
し
て
い
る
溜
池
で
魚
 

と
り
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
 

会
は
数
年
前
か
ら
町
内
の
親
睦
を
か
ね
て
 

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
町
内
の
 

老
若
男
女
約
百
六
十
人
が
集
ま
り
ま
し
 

た
。
な
か
に
は
一
人
で
鯉
を
四
本
も
あ
げ
 

る
大
公
望
太
一
で
る
な
ど
、
な
こ
や
か
な
楽
 

し
い
一
日
で
し
た
．
今
で
は
こ
の
大
会
も
 

草
場
の
行
事
の
ー
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
 

す． 

お
 

一
、
金
一
封
 

幸
 

馨
殿
 

亡
母
ユ
リ
氏
（
車
道
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
一
封
 

玉
井
 

一
殿
 

亡
母
シ
カ
氏
（
車
道
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
一
封
 

太
田
 
杉
蔵
殿
 

亡
父
善
蔵
氏
（
上
里
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
一
封
 

日
高
 

新
殿
 

亡
父
徳
松
氏
（
草
場
）
香
典
返
し
と
し
 

て
 

一
、
金
一
封
 

太
田
 
芳
博
殿
 

亡
父
儀
八
氏
（
中
里
）
香
典
返
し
と
し
 

.

 

て
 

そ
れ
ぞ
れ
赤
池
町
民
事
業
助
成
会
へ
寄
 

附
さ
れ
ま
し
た
。
 

生

ま

れ

た

人

 

（
八
月
二
十
「
百
か
「
曾
ル
月
 

二
＋
一
日
ま
で
生
ま
れ
た
人
）
 

支
 
石
川
 
誠
一
（
誉
興
）
 

炭
坑
 

父
 
香
月
 
和
孝
（
小
百
合
）
上
野
 

父
 
原
田
 
利
則
（
洋
子
）
上
の
原
 

父
 
藤
井
 
武
二
（
順
子
）
稲
荷
町
 

父
 
沖
 

国
広
（
ひ
ろ
み
）
市
場
 

父
 
香
野
 
義
孝
（
直
次
郎
、
上
野
 

父
 
小
谷
 

弘
（
克
彦
）
上
野
 

父
 
武
末
 

一
利
（
美
穂
）
上
野
 

父
 
今
田
 

一
成
（
由
衣
）
赤
池
 

父
 
世
良
 
直
憲
（
憲
三
）
上
野
 

父
 
山
崎
 
幸
男
（
良
子
）
炭
坑
 

父
 
世
良
暗
一
郎
（
悦
子
）
上
野
 

父
 
乎
元
山
比
多
（
浩
一
）
上
野
 

父
 
小
柳
 
照
男
（
圭
子
）
赤
油
 

な
く
な
っ
た
人
 

永
富
 
フ
デ
（
七
十
六
才
）
下
町
 

平
尾
チ
ョ
ノ
（
七
十
五
才
）
下
寿
 

町
田
口
イ
ト
（
六
十
七
才
）
上
野
 

太
田
 
善
蔵
（
八
士
ハ
才
）
上
野
 

中
原
 
岩
男
（
五
十
才
）
赤
池
 

大
久
保
春
子
（
」
王
ハ
才
）
上
野
 

安
武
ヤ
ス
ナ
（
七
土
ハ
才
）
上
野
 

田
中
 

進
（
六
十
一
矛
）
市
場
 

太
田
 
新
治
（
六
十
九
才
）
上
野
 

硲
 
初
太
郎
（
六
十
四
才
）
赤
池
 

村
上
 
盛
彦
（
六
土
ハ
才
）
赤
池
 

日
高
 
徳
松
（
七
十
八
才
）
市
場
 

太
田
 
惣
吉
（
八
十
三
才
）
上
野
 


